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研究成果の概要（和文）：本研究では，さまざまなアプリケーションからデータを利活用する際，データの品質
に着目し，データアクセス時にその品質を考慮するアプリケーションを開発するためのソフトウェア開発環境
（SDE）を提案しようとしたものである. 
本研究におけるSDEは，アプリケーションにより異なるデータへのアクセス方法・機能を考慮することができる
開発環境を意味する．API群を抽象化し，異なるデータアクセス方法を実現するために，処理効率の高いNoSQLDB
と伝統的に用いられているRDBとを協働運用することで，データアクセス時にデータの品質を効率的・効果的に
考慮することが可能なSDEを構築することができた．

研究成果の概要（英文）：In this research, we proposed a mechanism to consider data quality when 
using data from diverse applications. We developed an application that considers data quality during
 access and created a software environment to support its development.
The software development environment in this study facilitates the creation of data access methods 
and functionalities tailored to each application. By abstracting APIs, we enabled the implementation
 of various data access methods. This was achieved by efficiently considering data quality through a
 hybrid operation of high-performance and traditional relational databases.
In summary, we successfully constructed a software development environment that effectively 
considers data quality during access. It combines a high-performance database system with a 
traditional relational database, offering flexibility for developing applications with diverse data 
access methods and functionalities.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
データ利活用の際のデータの品質に関しては，本研究開始の当初は，その議論すら行われていなかった．しか
し，昨今の大規模言語モデルの台頭により，品質だけではなくその量にも着目されるようになった．その結果，
データの品質を考慮した出力に関しては，出力の正しさが確率的に算出されるようになったが，その出力結果の
是非については議論がなされていない．
その一方，入出力データ処理に必要であるデータベース技術に関しては，処理効率の高いデータベースと伝統的
に用いられている関係データベースとの協働運用は成熟化し，本研究において開発したグラフデータに対する効
率的な処理アルゴリズムは，今後，更なる発展を遂げると予想できる．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
研究の開始当初は，さまざまなアプリケーションからデータを利活用する際に一切考慮され
ることはなかったデータの品質に着目し，データアクセス時に品質を考慮するようなアプリケ
ーションを容易に開発するためのソフトウェア開発環境を構築することを目的としていた．こ
れはつまり，世の中に存在するデータは常に正しいものであり，データの示す内容の正しさは議
論するに値しないという考え方である． 
しかし，インターネットの世界が広範囲に広がり，その世界で商品等の売買を始め，ニュース
の配信，広報が行われるようになると，それらに関わるデータの品質を議論しないわけにはいか
ないのも周知の事実である．そのため，本研究では，アプリケーションごとに使用法が異なるデ
ータへのアクセス方法やその機能を考慮しながらその出力を制御可能な仕組みを整えるために，
そうしたアプリケーションを開発できるソフトウェア開発環境（SDE）を開発することを目指し
た． 

SDE内ではさまざまなデータアクセスを可能とする API群が整備され，またデータの利用状
況に応じて自律的にデータを整理，実体化する機能をも兼ね備えたものとするため，データアク
セスや管理の部分を効率的なデータ管理に強い NoSQLデータベースに加え，伝統的な関係デー
タベースを利用し，それらを協働運用することで，効率的かつ一貫したデータ管理ができるよう
設計している．そのため，本研究は A）データ活用基盤技術，B）データアクセス基盤技術，の
二本柱の元で行うこととしていた． 
 
２．研究の目的 
研究開始当初の背景で述べた，A）データ活用基盤技術に関しては，NoSQL データベースと
関係データベースの協働運用をする際に，データ管理の主体は NoSQLデータベースで行いなが
らもシステムアーキテクチャとしては，関係データベースを踏襲するという方法が一般的だと
言われるようになっていた．その方法の元では，データを自律的に整理，実体化する機能に，デ
ータ管理で頻繁に用いられるビューにおける自律的導出技術が必要となる．その技術の実現方
法にはさまざまなアプローチが考えられるため，そのアプローチを一つずつ実装し，その評価を
元に SDEにおける最適なデータ活用基盤技術の策定を行う． 
一方，B）データアクセス基盤技術に関しては，データの得られた状況に応じてデータの品質
を評価するための定義が ISO/IEC 25000 SQuaREシリーズとして制定された時期であった．実
際に研究期間内の 2019年にソフトウェアが JISマーク表示制度の対象に加わり，それに対応し
た制度の整備が進められ始めたため，今後，ソフトウェアに品質が求められ，その出力により製
品の競争力や価値向上に繋がる黎明期となりうる可能性があった．そのため，SDE 内でデータ
アクセスをする際に使用する API群を SQuaREの規格を満たしたソフトウェアとし，出力とし
てデータの品質を加味できるような仕組みを構築することが求められつつあると判断し，本研
究内で開発される API群を SQuaRE準拠のものとすることとした． 
 
３．研究の方法 
 本研究では，SDEの開発のために 4年の研究期間のうち，最初の 3年間は前述の A）データ
活用基盤技術と B）データアクセス基盤技術のための開発期間に充てた． 

A）データ活用基盤技術： 
ソフトウェア開発では，データの格納と管理はアプリケーションの用途に依存しない形
式に基づき設計・開発を行うことが重要なため，データビュー機能実現を考慮し RDBの内
部にNoSQL DBを組み込む方式によるデータストア技術の開発を行った．用途に応じたデ
ータの利用には RDBにおけるビュー機能の活用が必須となるが，自律的なビューの導出技
術は確立されたとは言い難い． 
研究開始当初の段階では，さまざまな方法が考えられ得るビューの自律的導出法全てを
実装後，比較評価を行った上で最善の導出法を決定することに注力することにした．最終的
に，これらを組み合わせたデータ活用基盤技術が高効率な実装となっているかを評価・検証
し，改良すべき点等は随時行った． 

B）データアクセス基盤技術： 
A）のデータ活用基盤技術が整備されたことを前提とした場合，ソフトウェア開発者が新
たな価値創造につながる技術開発に注力できるようになるために必要な技術は，データビ
ューと開発者を有機的に結ぶための SQuaRE に準拠したサービス API 群の設計と実装で
ある.  
製品の品質評価のためには，その自体の指標の他にデータの品質を評価するための指標
が必要となるが，研究開発当初はいずれも規格化されたものはない．そのため，それぞれの
指標の定量化法の検討，および，クラウドソーシング等のサービスでの実装や評価が可能か
否かの検討を行った． 

 最終年度は，開発した SDEを AWSクラウドの仮想サーバ上で実運用し，工数の削減度合い



や新しいアプリケーションの開発のし易さなど実運用の面について，評価実験を行った． 
 
４．研究成果 
 前述の通り，本研究は二本柱の研究を基礎に，それらを活用して SDEの実運用面での評価を
行った．それぞれの研究テーマにおいて得られた研究成果は以下の通りである． 

A）データ活用基盤技術： 
本テーマは NoSQL データベースと関係データベースの協働運用をする際に，データ管
理の主体はNoSQL DBで行いながら，アーキテクチャとしては RDBを踏襲するという方
法を採用することが一般的だと言われていた．そのため，その方法の元で，データ管理で頻
繁に用いられるビューにおける自律的導出技術を一つ一つ実装し，その評価を行っていっ
たが，ビューの自律的導出に係るコストの削減に大きな成果を得られることはなく，唯一あ
る特定の条件下においてのみ処理コストの削減が図られたという結果が得られたのみであ
る．また，その条件下の元で大規模データに適用したところ，所有計算機ハードウェアの物
理的制限にかかり，加えて，COVID-19の蔓延により研究時間の確保もできなかったため，
その改善に多くの時間を費やすことになってしまった． 
最終的に，提案手法により既存手法よりメモリ使用量の削減は 16%に留まったが，デー
タ処理時間の削減は 27%となった． 

B）データアクセス基盤技術： 
 本テーマは SQuaREに基づくソフトウェアの品質要件のうち，特に機能適合性，性能効
率性，使用性，信頼性に着目し，それらの評価結果に機械学習技術を導入して，最終的な品
質評価を得るための研究を実施した． 
研究当初は，こうした研究事例が少なく，各品質要件の評価自体を正確に行えなかった
り，評価結果数が少なかったりして，最終的な品質評価を行うに至らなかったが，2019年
のソフトウェアが JIS マーク表示制度の対象となったことを機に研究事例が増え，学習デ
ータの少なさから生じる諸問題をデータ拡張手法により改善できたことで，品質評価の結
果をある程度担保できることを明らかにできた． 

C）SDEの開発と実運用： 
 特に研究テーマ A）の進捗が思わしくなかったことが足を引っ張り，開発した SDE を
AWSクラウド上の仮想サーバ上で実運用すること自体は行えたが，SQuaREに基づくソフ
トウェア品質要件の互換性，保守性，移植性に関する評価といった，実運用面での評価は行
えなかった．ただし，A）および B）の研究テーマを SDE上に実装し，その運用が可能で
あることは確認できた． 
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 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
An Autonomous Crowdsourcing System

Database and Expert Systems Applications 139-147

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Yu Suzuki LNCS 12924
 １．著者名

10.1145/3472163.3472279

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Measuring Quality of Workers by Goodness-of-Fit of Machine Learning Model in Crowdsourcing

Proceedings of the 25th International Database Engineering & Applications Symposium 166-172

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Yu Suzuki --
 １．著者名



2022年

2022年

2022年

2021年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

10.1007/978-3-030-73603-3_38

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Automatic Terminology Extraction Using a Dependency-Graph in NLP

Innovations in Bio-Inspired Computing and Applications 411-421

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Yusuke Kimura, Kazuma Kusu, Kenji Hatano, Tokiya Baba AISC 1372
 １．著者名

10.1109/BigMM55396.2022.00032

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
A/B Testing for Better Instruction of Crowdsourcing using Real and Virtual Workers

Proceedings of 2022 IEEE Eighth International Conference on Multimedia Big Data 144-149

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Yu Suzuki, Reina Fujiura --
 １．著者名

10.1145/3568562.3568651

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Methods of Calculating Usefulness Ratings of Behavioral Facilitation Tweets in Disaster
Situations

Proceedings of the 11th International Symposium on Information and Communication Technology 88-95

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Futo Yamamoto, Tadahiko Kumamoto, Yu Suzuki, Akiyo Nadamoto --
 １．著者名

10.14923/transinfj.2021DEP0003

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Wikipedia校閲時の事実確認作業における誤り箇所の自動推定

電子情報通信学会論文誌 288-296

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
古田 朋也，鈴木 優 J105-D(5)
 １．著者名



2022年

2021年

2022年

2022年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

10.4018/IJMDEM.2021100102

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Generating Personalized Explanations for Recommender Systems Using a  Knowledge Base

International Journal of Multimedia Data Engineering and Management 20-37

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Yuhao Chen, Shi-Jun Luo, Hyoil Han, Jun Miyazaki, Alfrin Letus Saldanha 12(4)
 １．著者名

10.1007/978-3-031-21756-2_29

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Towards Efficient Data Access Through Multiple Relationship in Graph-Structured Digital
Archives

From Born-Physical to Born-Virtual: Augmenting Intelligence in Digital Libraries 377～391

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Kazuma Kusu, Takahiro Komamizu, and Kenji Hatano -
 １．著者名

10.1109/BigComp51126.2021.00043

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
A Hub-based Graph Management for Efficient Repetition Path Traversing

Proceedings of 2021 IEEE International Conference on Big Data and Smart Computing 188-191

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Kazuma Kusu Kazuma, Kenji Hatano --
 １．著者名

10.1007/978-3-031-21756-2_29

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Towards Efficient Data Access Through Multiple Relationship in?Graph-Structured Digital
Archives

From Born-Physical to Born-Virtual: Augmenting Intelligence in Digital Libraries 377-391

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Kazuma Kusu, Takahiro Komamizu, Kenji Hatano LNCS 13636
 １．著者名



2022年

2021年

2022年

2019年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

10.1109/BigData47090.2019.9006295

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Recurrent Path Index for Efficient Graph Traversal

Proceedings of 2019 IEEE International Conference on Big Data 6107-6109

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Kazuma Kusu and Kenji Hatano -
 １．著者名

10.14923/transinfj

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Wikipedia校閲時の事実確認作業における誤り箇所の自動推定

電子情報通信学会論文誌 288-296

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
古田 朋也，鈴木 優 J105-D(5)
 １．著者名

10.3390/s21206726

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Toward Capturing Scientific Evidence in Elderly Care: Efficient Extraction of Changing Facial
Feature Points

Sensors 6726

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Kosuke Hirayama, Sinan Chen, Sachio Saiki, and Masahide Nakamura 21(20)
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
並列プリミティブを活用したGPU上でのSQL/Row Pattern Recognitionの処理手法

日本データベース学会和文論文誌 12

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
大原 翼, 宮崎 純 20-J
 １．著者名



2020年

2019年

2019年

2019年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

10.1007/978-3-030-27520-4_22

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Accurate Aggregation Query-Result Estimation and Its Efficient Processing on Distributed Key-
Value Store

Proceedings of 21st International Conference on Big Data Analytics and Knowledge Discovery 310-320

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Kosuke Yuki , Atsushi Keyaki , Jun Miyazaki , Masahide Nakamura LNCS 11708
 １．著者名

10.2197/ipsjjip.27.51

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Additional Operations of Simple HITs on Microtask Crowdsourcing for Worker Quality Prediction

Journal of Information Processing 51-60

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Yu Suzuki, Yoshitaka Matsuda, and Satoshi Nakamura 27
 １．著者名

10.2197/ipsjjip.27.404

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Filtering Method for Twitter Streaming Data Using Human-in-the-Loop Machine Learning

Journal of Information Processing 404-410

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Yu Suzuki 27
 １．著者名

10.3390/s20205894

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Nonintrusive Fine-Grained Home Care Monitoring: Characterizing Quality of In-Home Postural
Changes Using Bone-Based Human Sensing

Sensors 5894

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Sinan Chen, Sachio Saiki, and Masahide Nakamura 20(20)
 １．著者名



2020年

2019年

2018年

2018年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

10.4018/IJSI.2018100104

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
PRISM: Visualizing Personalized Real-Time Incident on Security Map

International Journal of Software Innovation 46-58

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Takuhiro Kagawa, Sachio Saiki, and Masahide Nakamura 6(4)
 １．著者名

10.4018/IJSI.2018100102

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Using Non-Intrusive Environmental Sensing for Adls Recognition in One-Person Household

International Journal of Software Innovation 16-29

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Long Niu, Sachio Saiki, and Masahide Nakamura 6(4)
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
High Performance Data Processing for Big Data

Proceedings of the 10th Korea-Japan Database Workshop 2019 -

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Jun Miyazaki -
 １．著者名

10.1007/978-3-030-59051-2_10

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
A Model-agnostic recommendations Explanation System Based on Knowledge Graph

Proceedings of the 31st International Conference on Database and Expert Systems Applications 149-163

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Yuhao Chen and Jun Miyazaki LNCS 12392
 １．著者名



2018年

2019年

2018年

2018年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
GPU 上の MapReduce を利用した大規模データ処理の最適化

情報処理学会論文誌: データベース 23-34

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
柳本 晟熈,  欅 惇志,  宮崎 純 11(3)
 １．著者名

10.1108/IJPCC-D-18-00008

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
What is your tweet worldview?: Mapping the topic structure of tweets on the Wikipedia

International Journal of Pervasive Computing and Communications 2-14

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Yu Suzuki, Hiromitsu Ohara, and Akiyo Nadamoto 14(1)
 １．著者名

10.2197/ipsjjip.27.51

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Additional Operations of Simple HITs on Microtask Crowdsourcing for Worker Quality Prediction

Journal of Information Processing 51-60

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Yu Suzuki, Yoshitaka Matsuda, and Satoshi Nakamura 27
 １．著者名

10.1108/IJWIS-04-2018-0032

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Analyzing street crimes in Kobe city using PRISM

International Journal of Web Information Systems 1-16

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Takuhiro Kagawa, Sachio Saiki, and Masahide Nakamura 15(4)
 １．著者名



2018年

2018年

2018年

2018年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

10.1109/CSPIS.2018.8642772

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Evaluating Feasibility of Image-Based Cognitive APIs for Home Context Sensing

Proceedings of 2018 International Conference on Signal Processing and Information Security --

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Sinan Chen, Sachio Saiki, and Masahide Nakamura --
 １．著者名

10.1109/BigData.2018.8622050

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Combining Two Types of Database System for Managing Property Graph Data

Proceedings of 2018 IEEE International Conference on Big Data 5349-5351

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Kazuma Kusu and Kenji Hatano --
 １．著者名

10.1145/3282373.3282853

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
An Approach for Unknown Word Processing based on Japanese Phonological Rules

Proceedings of the 20th International Conference on Information Integration and Web-based
Applications & Services

350-354

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Tokiya Baba, Kazuma Kusu, and Kenji Hatano --
 １．著者名

10.1145/3281375.3281390

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Evaluating Usefulness of Reviews based on Evaluation Standpoints of Consumers

Proceedings of the 10th International Conference on Management of Emergent Digital EcoSystems 110-117

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Tomoya Kambara, Shohei Okamoto, Yuka Teramoto, Kazuma Kusu, and Kenji Hatano --
 １．著者名



2018年

2018年

2018年

〔学会発表〕　計133件（うち招待講演　3件／うち国際学会　47件）

2021年

 ２．発表標題

第 20 回情報科学技術フォーラム
 ３．学会等名

田中 隼澄, 寺本 優香, 波多野 賢治
 １．発表者名

 ４．発表年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

不定詞構文の種類に基づくRDFトリプル抽出手法

10.1007/978-3-319-98812-2_13

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Information Filtering Method for Twitter Streaming Data using Human-in-the-Loop Machine
Learning

Database and Expert Systems Applications 167-175

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Yu Suzuki and Satoshi Nakamura LNCS 11030
 １．著者名

10.1007/978-3-319-98809-2_9

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Efficient Aggregation Query Processing for Large-scale Multidimensional Data by Combining RDB
and KVS

Database and Expert Systems Applications 134-149

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Yuya Watari, Atsushi Keyaki, Jun Miyazaki, and Masahide Nakamura LNCS 11029
 １．著者名

10.1145/3282373.3282413

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
A Preliminary Study for Quantitative Assessment of Life Rhythm Based on Sleeping and Eating Log
Data

Proceedings of the 20th International Conference on Information Integration and Web-based
Applications & Services

325-332

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Long Niu, Sachio Saiki, and Masahide Nakamura --
 １．著者名



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

情報処理学会第84回全国大会

2022年電子情報通信学会総合大会ISS特別企画「ジュニア＆学生ポスターセッション」

第14回データ工学と情報マネジメントに関するフォーラム

第14回データ工学と情報マネジメントに関するフォーラム

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

吉丸 直希,寺本 優香, 木村 優介, 波多野 賢治

蔦永 紗希,寺本 優香, 木村 優介, 波多野 賢治

木村 優介, 駒水 孝裕, 波多野 賢治

三浦 真矢, 常 穹, 宮崎 純

 １．発表者名
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